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決算短信（サマリー情報）
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連結業績

（単位：百万円）

増減額 増減率

売上高 24,301 20,243 ▲ 4,058 ▲16.7%

国内 11,070 9,490 ▲ 1,579 ▲14.3%

海外 13,231 10,753 ▲ 2,478 ▲18.7%

営業利益 2,580 1,368 ▲ 1,212 ▲47.0%

（営業利益率） (10.6%) (6.8%)

経常利益 2,676 1,413 ▲ 1,263 ▲47.2%

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,947 1,435 ▲ 511 ▲26.3%

（原価率） (70.9%) (70.8%)

2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

前年同期比
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連結業績（グラフ）
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所在地別セグメント（当社の生産・販売拠点別に分類）

（単位：百万円）

増減額 増減率

外部顧客売上高 14,451 12,683 ▲ 1,767 ▲12.2%

内部売上高 3,324 2,665 ▲ 658 ▲19.8%

総売上高 17,775 15,348 ▲ 2,426 ▲13.7%

営業利益 843 294 ▲ 549 ▲65.1%

日 本
2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

前年同期比

（単位：百万円）

増減額 増減率

外部顧客売上高 6,626 4,965 ▲ 1,661 ▲25.1%

内部売上高 6 9 3 51.2%

総売上高 6,633 4,975 ▲ 1,657 ▲25.0%

営業利益 762 644 ▲ 117 ▲15.4%

北 米
2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

前年同期比

（単位：百万円）

増減額 増減率

外部顧客売上高 3,140 2,347 ▲ 792 ▲25.2%

内部売上高 2,559 2,043 ▲ 516 ▲20.2%

総売上高 5,700 4,391 ▲ 1,308 ▲23.0%

営業利益 864 379 ▲ 485 ▲56.1%

インドネシア
2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

前年同期比

（単位：百万円）

増減額 増減率

外部顧客売上高 82 246 163 197.8%

内部売上高 1,352 969 ▲ 383 ▲28.4%

総売上高 1,435 1,215 ▲ 220 ▲15.3%

営業利益 183 86 ▲ 97 ▲52.9%

中 国
2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

前年同期比
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営業利益 増減要因

• 売上高が前年同期比4,058百万円減少した結果、売上総利益は1,181百万円の減益

• 原価率は0.1％改善し、売上総利益は25百万円の増益

• 人的資本投資強化（人件費増）に伴い、販管費は56百万円の増加

• 結果として営業利益は、前年同期比1,212百万円減の1,368百万円
（単位：百万円）

2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績
増減

営業利益への

影響額
備     考

売上高 24,301 20,243 ▲ 4,058 ▲ 1,181 ▲4,058 ｘ （1 - 70.9％）

（原価率） 70.9% 70.8% ▲0.1% +25 20,243 ｘ ▲0.1％

売上総利益 7,076 5,920 ▲ 1,156

販管費 4,496 4,552 56 ▲ 56
人件費+112、運搬費▲50、

技術研究費＋34、その他販管費▲40

営業利益 2,580 1,368 ▲ 1,212
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営業利益 増減要因（グラフ）
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正味運転資本推移（売上債権＋棚卸資産ー仕入債務）

（単位：百万円）

2024.3期 2025.3期

4-12月実績 4-12月実績 増減額 増減率

連結売上高（年計） 33,635 28,962 ▲4,673 ▲13.9%

売上債権 8,568 6,994 ▲1,574 ▲18.4%

棚卸資産 12,062 13,085 1,023 8.5%

仕入債務 ▲7,803 ▲4,947 2,856 ▲36.6%

正味運転資本 12,827 15,132 2,305 18.0%

棚卸資産回転数 2.79回 2.21回 ▲0.58回

正味運転資本/売上高比率 38.1% 52.2% 14.1%

前年同期比

• 営業上の投下運転資金は、前年同期比で売上債権1,574百万円減、棚卸資産1,023百万円増、

仕入債務2,856百万円減少の結果、2,305百万円増/18.0%増の15,132百万円。

• 棚卸資産は、前年同期比0.58回減（21％減）の2.2回に低下。在庫適正化に向けて在庫調整強化中。

• 仕入債務の大幅減少要因は、生産調整と下請法の６０日ルール適用。
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連結業績の予想

注）2024年10月1日をもって1株につき2株の割合で株式分割を実施しております。前連結会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純利益」を算定しております。

（単位：百万円）

増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 24,301 20,243 ▲ 4,058 ▲16.7% 33,020 27,200 ▲ 5,820 ▲17.6%

営業利益 2,580 1,368 ▲ 1,212 ▲47.0% 3,318 1,740 ▲ 1,578 ▲47.6%

経常利益 2,676 1,413 ▲ 1,263 ▲47.2% 3,324 1,700 ▲ 1,624 ▲48.9%

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,947 1,435 ▲ 511 ▲26.3% 2,440 1,700 ▲ 740 ▲30.3%

1株当たり純利益 229.39円 168.56円 ▲60.83円 ▲26.5% 287.37円 199.67円 ▲87.70円 ▲30.5%

３Ｑ（4-12月） 通期

前年同期比 前年比
2024.3期

通期実績

2025.3期

通期予想

2024.3期

4-12月実績

2025.3期

4-12月実績

• 通期売上高予想：上半期決算を踏まえ、2024年11月13日に下方修正済みです。

• 今後、世界の建設機械市場は、短期的にはコロナ後の需要拡大期からの調整局面がしばらく続くものの、中期的には日米の大
型インフラ投資計画や新興諸国におけるインフラ投資と鉱山開発の活性化、更には老朽化インフラの更新需要や災害対策など、
建設機械の底堅い潜在需要が期待されますので、景気循環を経て底入れするものと予想しております。

（業績予想値の前提となる 下期の為替レートは、米ドル140円で換算)
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配当金の状況

注）2017年10月1日をもって10株を1株に株式併合を実施、併合前についても併合後に合わせて表示しております。
2024年10月1日をもって1株につき2株の割合で株式分割を実施、分割前についても分割後に合わせて表示しております。

ROE３％を下回る場合
ROE３％～６％の場合
ROE６％を超えた場合

：配当性向100%の還元
：DOE３％の還元
：配当性向50%の還元

・ 2021年6月2日の『中期的な当社経営方針』発表以降、ROE８％を目標として、次の配当方針を掲げております。

・ 2024年11月13日の修正通期業績予想値のROEが5.8％に低下する
見通しの為、左記配当方針に従い、通期配当予想値をDOE3％とし、
1株当たり配当金を107円50銭から103円に下方修正済み。
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中期経営方針 KPI

• 前年度は実力以外の上振れ要因により中期計画ＫＰＩを達成できたものの、世界の建設機械市場が

調整局面を迎える中、本年度はＲＯＥが5.8%まで低下する見通しです。

• 来年度以降に向けて、この変化局面においてもＰＢＲ1倍以上を達成する為、ＲＯＥ8％以上を継続的に

達成できる収益構造を目指して参ります。
（単位：百万円）

2024.3期 2025.3期 2024.3期 2025.3期 2026.3期

4-12月実績 4-12月実績 通期実績 通期予想 目標

売上高 24,301 20,243 33,020 27,200 30,000

営業利益 2,580 1,368 3,318 1,740 3,100

年換算ROE（自己資本当期純利益率）※1 9.7% 6.5% 9.0% 5.8% 8.0%

500 ～

2,000
※3

※1 年換算ROEは、対象決算期間に基づき年換算しております。

※2 2025年2月13日現在で実行済みの累積金額です。

※3 2026.3期までの累積目標額です。

取得累積

自己株式取得
340※2ー ー ー 




